
「SDGs（エスディージーズ）」とは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の
略称であり、2015年9月に国連で開かれたサミットの中で世界のリーダーによって決められた、
国際社会共通の目標です。
このサミットでは、2015年から2030年までの長期的な開発の指針として、「持続可能な開発のための
2030アジェンダ」が採択されました。この文書の中核を成す「持続可能な開発目標」をSDGsと呼んで
います。

企業が『SDGs』に取り組む３のメリット

●新規市場開拓・事業機会創出の可能性
ビジネスと持続可能な開発委員会（Business & Sustainable Development Commission）の試算によると、SDGs によっ
てもたらされる市場機会は、なんと年間 12 兆ドルにも上るとのこと 。大きなビジネスチャンスがあるといえそうで
す。
●事業の持続的成長の確保

ビジネスモデルにSDGsの考え方を組み込むことで、企業の事業そのものの持続可能な成長も実現できるようになりま
す。例えば、木材を原材料とするビジネスを持続的に成長させるためには、「森林の持続可能な管理」を掲げる目標
15を踏まえたビジネスモデルの構築が不可欠でしょう。
●企業価値の向上
社会課題に取り組む企業として、企業価値の向上が期待できます。投資家からの評価向上、顧客・消費者からのイ
メージアップ、従業員のモチベーションアップ、優秀な人材を惹きつける採用ブランディングなど、得られるメリッ
トは多岐にわたりそうです。





私たちは3つの目標に取り組んでいきます。








